
資料３-２

電気を「見える化」し、「理解(わか)る化」し、

日本テクノ株式会社

定着させることで、省エネ行動を促進

日本テクノ株式会社
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事業主体 ：日本テクノ株式会社
共同実施者 ：トステム株式会社



1 事業の背景と目的

温室効果ガス排出量リアルタイム「見える化」モデル事業

1．事業の背景と目的

地球規模の課題である地球温暖化防止の取組みの中で、二酸化炭素排出量削減につい
て、弊社は、「見える化」として、スマートメーターERIAを室内に設置して、事業場で使用され

た電力量をリアルタイムで数値として可視化し、目標電力の超過予測をすると、スマートメーた電力量をリアルタイムで数値として可視化し、目標電力の超過予測をすると、ス トメ
ターERIAから“警告ブザー”により、節電タイミングを「理解（わか）る化」していきます。また、
WEBサービスにより、昨日までのデータ分析や効果検証が可能になるサービスを、ショール

ームなどの民生部門に全国展開していき、顧客の電力使用量の削減活動のサポートをして
いく。そのサービスの中で、定期的なアフタフォローがないとリバウンドが発生するような課
題が出てきた。
一方で、共同事業者のトステム様は、2008年度における国内外事業所全体でのCO2総

排出量は1990年度比10.7%に削減に成功し、さらに、2010年度までに1990年度比12%削
減を目標としていく中で、運用改善のためのPDCAの構築が不可欠であり、可視化だけでは
なく、第三者によるアフターフォローにより、確実なものへと導くことを目指している。

運用改善による電力使用量の削減を徹底するためには、電力の可視化は必要条件でし
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運用改善 る電力使用量 削減を徹底する 、電力 可視 必要条件
かなく、十分条件として「定期的なアフターフォロー」が不可欠であることを実証する



2-1 事業の内容

温室効果ガス排出量リアルタイム「見える化」モデル事業

2-1．事業の内容

管理責任者：日本テクノ株式会社 常務取締役 岩崎友彦

省エネ推進装置設置工事担当見える化検証実施

：社内告知
・トステム株式会社
営業人事総務部

設置担当：
技術サービス部
課長 橋本

検討調査実務
担当：（４名）
・MC事業部課長久保田

検討会の運営及び連絡調整
担当：
・広報室室長 中山

課長 谷様
主任 小川様

環境室EMS
推進G
井上様

課長 橋本
・MC事業部主任 前原
・MC事業部課長 倉林
・事業開発本部
部長 上野

・カスタマーサービスセ

広報室室長 中山
・広報室 佐藤

井上様カスタマ サ ビスセ
ンター係長 仲宗根
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2-2 事業の内容

温室効果ガス排出量リアルタイム「見える化」モデル事業

2-2．事業の内容

導入機器の設置状況

日本テクノ
サーバー

高圧受変電設備 外観写真 24時間監視装置(本体) 写真

導入機器の概要

導入機器の設置状況

導入機器の概要

お客様高圧受変電設備 事業場内

スマートメーター
電力データ送信

ｲﾝﾀ ﾈ ﾄｻ ﾞ

高圧受変電設備 内面図
（計測器設置前）

高圧受変電設備 内面図
（計測器設置後）

ESｼｽﾃﾑDNA

使い過ぎると…

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ閲覧ｻｰﾋﾞｽ

ESｼｽﾃﾑDNA  
ERIA

省エネ行動

実施した省エネ行
動を検証

１２月４日（金） ～ ２月２６日（金）

データ分析期間
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１２月４日（金） ～ ２月２６日（金）



2-3 事業の内容

温室効果ガス排出量リアルタイム「見える化」モデル事業

2-3．事業の内容

千葉店 ・ 仙台店

見える化・解かる化 見える化・解かる化

船橋店 ・ 柏店

見える化 解かる化 見える化 解かる化

アフターフォローなしアフターフォローあり
１）訪問コンサルティング ２）電話コンサルティング

× ×
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3-1 事業の成果

温室効果ガス排出量リアルタイム「見える化」モデル事業

3-1．事業の成果

船橋：約4.96t-CO2/年 削減見込み
柏 ：約1.51t-CO2/年 削減見込み

ア
フフ
タ
ー
あ
り

アア
フ
タ
ー
な
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な
し



3-2 事業の成果

温室効果ガス排出量リアルタイム「見える化」モデル事業

3-2．事業の成果

日本テクノのサービスの基本として、
①「見える化」＋②「アフターフォロー」
を実施しており 報告書に掲載の４店を実施しており、報告書に掲載の４店
舗も2009年10月までは、①＋②を継
続実施したことにより、日本テクノ導入
前と比較し、一定の成果を出している

弊社サービス（「見える化」＋「アフター
フォロー」）の成果として、

（船橋（-5.8%）＋柏（-8.4%）
＋仙台（-4.5%）＋千葉（-0.7%））÷４＋仙台（ 4.5%）＋千葉（ 0.7%））÷４
＝－4.85%（弊社通常サービスの成果）

うした削減効果が出 る とを前提に 今回事業 は タ を継続する 店舗と停止する 店舗を比較しこうした削減効果が出ていることを前提に、今回事業では、アフターフォローを継続する２店舗と停止する２店舗を比較し、
アフターフォローの効果を評価した。 「アフターフォロー」の効果（kWh）としては、
①アフターフォローあり：（船橋（－7.5%）＋柏（－0.7%））÷２ ＝ －4.10% （アフターフォローによる削減）
②アフターフォローなし：（仙台（5.5%）＋千葉（－1.0%））÷２ ＝ ＋2.25% （アフターフォロー停止によるリバウンド）

「 タ 効果 ① ② 6 35%
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「アフターフォロー」の効果 ： ①－② ＝ －6.35%



3-3 事業の成果

温室効果ガス排出量リアルタイム「見える化」モデル事業

3-3．事業の成果
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3-4 事業の成果

温室効果ガス排出量リアルタイム「見える化」モデル事業

3-4．事業の成果

トステム様 オリジナルチェックシート
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3-5 事業の成果

温室効果ガス排出量リアルタイム「見える化」モデル事業

3-5．事業の成果
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4 事業の課題と対応策

温室効果ガス排出量リアルタイム「見える化」モデル事業

4. 事業の課題と対応策

課題 対策（案）方策

チェーン店舗おける運用改善での電気の省エネ

運用改善（静脈）
（空調・換気・照

明・看板）
横展開

３
課題

低コスト化

対策（案）
２

方策

与信

１

店舗導入計測機器費の低減

中小企業に対する信用補完制度

地球温暖化対策
（省エネ）

標準マニュアル･DVD

与信

費用対効果

スタッフの理解

中小企業に対する信用補完制度

導入機器の償却年数

顧客本部指導体制・外部事業者定着・継続運用改善（動脈）
（業務用機器等）

今後の取り組み

スタッフのやる気
取り組み姿勢

アフターフォロー

本部のマネジメント・店長説明会（支援）

（業務用機器等）

設備改善
高効率機器

の導入

ゲーム性（楽しく取り組む）

インセンティブ（人参）

店舗ランキング・表彰

スタッフの評価へ反映etc

調達改善 排出係数の低い
電源・電力の調達
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5 今後の展望

温室効果ガス排出量リアルタイム「見える化」モデル事業

5．今後の展望

よりわかりやすくする。
遠くからでも見やすくする。

スタッフの理解が重要解 要
定例の所長会議等のタイミングで、各店舗に対して共通で活用できる「運用改善マニュア
ル」「運用改善指導DVD」等を各店長に配布説明し、徹底を図る。同様に所長に「これな
らできそう」と思って頂けるツールを準備していく

スタッフの取り組み姿勢
スタッフの意識・行動改善をベースに成立する手法であるため、チェーン企業では、経営

が者、本部での会社方針としての号令が必須である。この号令の背景・具体的内容につい
て解説し、浸透の徹底を支援していく
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ご静聴ありがとうございました。
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ご静聴ありがとうございました。


